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大 伴 家 持 が 見 た 饒 石 川 の 景




持はjil'L･2(川=･(7-1(n 桁iS'fi･で越中川耶 (射水 ･嘱波 ･帰員 ･新川- 存








































































































∴守､･三:;iJ ∴ '∴守:l卜51:I.､:･!.I._I､-LiuF勘',"･.･L･._t::'r､: ･':Lr
∴JtHi,･.I/I .III､･ t.'i'l､町1:.hil':ilJ..,(号 l….I:_I.､蛙.∴ ●了1.; ∴
了 p‥‥ 一一 ､ -､吉.刷 ,'.-1lLj.い･∴･ニL亘十 .;･､､l一Jl･T! ;.i:I.'1､
遺跡かその直前遺跡に限定されるU)であるし.





















: ･ i.J.日日ぎ ∴ …-;一J,::['･十 l､∴ ` ':;="∴:l 州
Jl叩†二は長くても2かIJ(60tl)程度の季節 11.1Jiであり､締J,;:･'.日は夏季JIで










































.:'rミEl ;･一巨､･■十l･こ一･../･)､･:いfi1:.･∴ ･･L /､ IJ:)･'こけ∴ ,＼
J力氏が鉄津観察した所によると平安-鎌細1.'=tに(9-1こiL‖:紀)に).,L･:するもU)





















































代 と比込 まれ るが､ ･部は .JLtI二紀前半に 卜るHtf流刑三があるjーと判じている
ので､それ に従ってお きた いO
こ0)よ うに 調 k.1.TTl,iで は､家相時代 (奈良時代lい頃)lM勘こ操業の始
ま った こ とが 暗 示 され て いるOそれが 『新tl!FILJI冊frL吏 卜礼il.削IリF捌けU)磨
L吏』 で､ 人†l'-'束fう-:が17,-il川 Iのほとりに立ったのは ｢巡行tl的にそ-つた川作
tllの状況 剛祭か､ も しくは武 門の棟梁として製鉄U)tl7-.にまつわるftJ権にも
i/)∴十 :心 ･,H.I: ･.∫:.,､∴ ∴ -～-. .･ ;･ ､∴ . ;l招.'･門 .廿
史 通 1胤 i』 で は､巡 行U)目的は ｢~この製鉄U)l暮I._a)J夫情を視察することで
言 一･.l' 1. : '∴ L _. -･.~ ′,.tI:.I/､1.･Jlf丹l,‥甘･､J..1･!.lt.i.I.I･!
出 され て きた もU)か につ いては矧.'171号ある｡
また､ 中 葉博 文代 は門前町の鉄川流域に位lLtf.:する ｢人′l:.製鉄遺跡Ln'･:｣.l-.
Lの鉄津が 放射什 炭 素年代測定によ-)て rJ奈良時代から､ド安時代の頃のLl一
代製鉄遺 構だ ご 伸 !目した｡ 時代l糊=家持が障rlJlを渡一つたと貢もそ才=こ合ま
.:-､ニ " '- . 一J'- ●汁 .:'F;-:_'日､･.1 -.･t ∴ ＼い,.:Lt
l･Ll-＼:);､･､ ミ＼ミt､/ '･ 川二､1J,=至･'Lj.lI:;､ ■L_･,H.､∴､一
せ て解 釈す るが､ 桃 告 されている数的には､そのような情朝日ま合まれてい
な いo
数伯 はあ くまで､ 拭本隼代と誤差の範州を′1ミしているだけであるL,もっ
とも 今Llで は､そ の数値はそのままではlLtえないL,歴年代較Ⅰ‖二よって補
ll:_しな くて はな らな い｡ こ0)ことを考慮したとしても理屈は同じである〔､
ここで F,iたよ うに､幾人もU)研究者が.釦 1ている豪持の製鉄炉視察説は
いず れ も 考)早lI･nFlJ根拠が前溝である.私には､J糾抽)穐ll-Jl渡河の1一宇後U)
動機 に製鉄 か 糾察 が あ ったとは思えないLl､J'l地の製鉄は寵1い1後U)8日l二紀
後 半に成 った =J能性 が 大きいからであるO今Ir説かれている製鉄炉視察.説
は期待感 だ けが IJtfj'･しているようにJilJ)れるO冷静な批∴･iに立った,､;:lt'岬)
検討が求 め られ るO
ユ 家 持 か 昆 た 茂 子j川tI?i:A
(1) r繊 Li川｣歌が内也するもの
それではJ束持 は悼 †川lで､どのような最を比たU)であろうかL,
I-.糾 封ま在巡 行第 2酢歌群でj首の歌を城しているL,,1:Jl十川摘､ら能登郡を
経 て鳳 至郡へ と坐 った時に次の歌を詠んでいるL,
鳳圭郡に して瞭 ll-I"を渡るI寺にn"A:る歌 ･首
7:i
妹に逢わず 久しくなりぬ 穐石川 清き瀬ごとに 水lFl-延へてな (yLi:
_17･∴l()2(i)
[).汁i訳は､｢妻に逢わないで /^しくなった 軌[川LO)清い瀬ごとに
卜 It･'.二j了.t _-:さ‡‥.. ･ .:･ . ●/∴･1-.-:卜 =岬黒
棉.L'.ilh-FH]前町 (I-I･鳳圭郡)朝地でIl本由に注ぐ)にl七定されているL,こ
の比定にはⅨ説が無いO葎巡行歌は裾附出川ll'rl■だけが渠中に収載されて





おける『川』を歌いあげることによって聖な る地へ の思 いであり､天皇の代
.'･[レ∴ r .･.･∴十 1.:l-∴∴二 ･､jLI]lrl:I,､∴･∵ _L.
永藤絹代は､能て円巡行:歌U)中の歌に､｢】い ままで 出てこなかった'糾､Ⅲ.q
て香.lL-jU)津より船発し､熊来村をさして往 く時 に作 る歌 -.ryl.Ia)也.it.1をIJ'
するもののうち次の_1首であるという｡
香鳥より 熊木をさして 漕ぐ船の 幌 取 るItHな く 用;LJiT.ほゆ (巻
17･I-()27)
永藤氏は､この歌の ｢榔し′Jif,ほ(.i)｣の語 句か ら 糾` ､'tの内l由を読み解いて
いる｡｢この句は､今までの､いわばl■,T.人家 才守U)姿 勢 とは 異なるIrl己の内
Ltほ うたっていることばであったL, I:.柑三U)意 を†本して蟻 l･.豊かに巡t.jA･して
い('百人豪持はそこにはいないL,Ltミ怖沌 越 えて､遥か 都へと己の想いは動
いているo公的な'Fl･T'1]'侶こ､'･糾､吊まはるか 僻地 へ と来てしまったという想
い､つまり都を離れた地JjfT{L人への憂いを LrJ.Iaaてきているのだ｣とするL,
｢ここまでくれぱ く暁lJ-JlI)a)歌の 『妹に逢 はず /^ しくな i)ぬ』という1･)
が示すように､その想いが都にいる1=へ I'涌 ＼うの は ､l'7然 であろうL,(.L冊.ti
-･ここに)あるのは湿度のIL:;ilセンチメン タルな叙情 で あるuJ IiIJ､ltcj)立場
.い .:･､･十 ･L,;I '.･:_.ー 十王 ＼._:･工 い‡､こL.･､. _‥. ､ -
こU)歌 (yLlt17･-102S)から､針原氏 は椋 r川 lをlIl_I.地 と比､永藤tは暁
れらの解釈に.l上って､木歌の意味するところに追 ってみ たいO
7･-I
写真1 奈Jli･∴~抑Ilと卜妹IlJ十 lL_｡Iiから- 写真2 鳳うう郡U叶芳川とH71nh叫)iと
(2 ) 障 f 川 tで r妹 J を .R l.う
針 原 氏 は 杜 f T-1Ilを し て ｢川 U )清 な る こ と を 歌 い ､ ItTリ 也 と し て 受 け と め て
い る _｣ と す る O 美 際 に ど の よ う な 景 が 眠 問 し て い る 0 ) で あ ろ う か o f 'J -;川 I
に 沿 っ て 歩 い て み た ｡ fl･J L Fカ ､ ら 2 5 0 111 ほ ど 卜 流 Ul) H = し き が わ は L J (錦
川 橋 ) 近 状 に 立 っ て LlJJ戒 を 仰 ぎ み て 驚 い た L､
景 カ i 立 ち 卜 が っ て い た O 地 元 ･ 朝 地 で ｢一ジ ョ ウ ヤ マ (l域 ‖ J)J と 岬 ん で い
る 0 ､1'･野 と U )比 高 差 は 約 t)0 111あ る ｡ そ れ は 神 奈 備 を 思 わ せ る Ih J行 を JJに し て
い る (第 :i ･ l I､Xl主 ､
も ち ろ ん 城 ‖ JU )呼 称 は ､ 申 tIり 1 降 の Ih 城 の fi rl三を 示 唆 す る ｡ ■Jfノ夫 ､ l lJk
の 構 築 を flJLl世 紀 代 の 総 T､ト tj; 丈 .畑 こ 認 め ら れ る †二 岸 氏 に 比 定 す る 比 解 も あ
る が ､ 城 郭 遺 構 の 規 模 と 内 容 か ら Ilf 考 す る と ､ ii酬 if描 け 耶 葦 に 構 築 さ れ た ′ト
.: .一･‥ i J･＼ . ･ ; :･.-‥ i L:' ､ ､ . ･: . ､ ､ ･､ , ･;. 明 L ;
わ れ て い る U )は ケL 念 で あ る が や む を 7-.1=な い O
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写真5 仁岸川U);いi即1也仰 写真6 仁岸川U)VHila町地神
写真7 .Li:野川･I.L,-I;i'1釦)景 写真8 .-i野川･i.L軸組)li･
写真9 抑勘Ilり.lt･紀/Hlu;日妹I睨 U)I.;と 写真10 .1.:抑IfU)㌻妹ILl冊:_)と一酬=/i)U);･';
77
否やデイサ イト貿火砕Ll;･U)基盤がJkF-I:･色を成して川底に露lL_1し､川岸は浸
食作刷によって 大きくボケ､ソト状に川 られ湾曲を成 している (写真5)O
さらに 日射二位関する滝町では河岸に棟ンLは 1:.とする渠塊告が露頭 してい
て､†二岸川がそれを浸食蛇行している ('j'･由江 こ0)ような光景が山域 入
Hの渡瀬地内から行奥の蟻渡地内までのIlり約2kmに展開しているL,
･Jj､ .1,:野川の仙境 ･宮滝では川底O-:)所 /,/に :_波川変IJに∵‖こ屈する堅い
-.､汗 .ll言,I.:I,:.I_那.瑞 l工 十･;::L･.し ∴ ･･ ∫J:.I,＼ .lJr'工 ,ト:.:._i.









































高御座 大のtl継と )この卜 知らしめしける 皇字Ilの 神の命o) 忠
くも 始めたまひて 貴くも 定めたまへる み.1,:野0) この人宮に あ
り辿ひ -･(卜略)-･ (巻1_8･･100 8)
反歌
ll-を JLilJまらすLも わが人I､‡ ~il.:野の宮を あり通ひ托す (巻18･
･l()9t))
ものU)ふの /しト氏人も .I,:粥川l絶ゆることなく 廿へつつ比む
(巻18･LIIOO)
これらの歌群からは､一束f掃くiJ描Jに吉野宮あるいは吉野川 (妹Lh)を 訪





､… .･ . . ■∴ ' l､､- .. ､仁 . ･
ここで論じている '仁岸川で家持が ｢妹lJ｣を想起して妹の歌杏.詠んだ '







る (仁岸川の ｢城IIJ｣とri~'l一規模を成す)L11号Lhは紀りIIEJl派の支脈の つ
鎮座するllJとしてあつくI崇敬された｡忌Ihすなわち禁忌的I言仰の神のLlJと
して 『妹山の十は′トきているから木も毎Il様 J′-が変わる』『山の 卜に池が
ある』など神秘な伝承のある両であるJとされる｡樹叢は特殊暖地性植物






















































































(21 川Ll,射せ ｢緋牛沼､柏)越中Ilih比lr:HrJlili日本淘酢 と1＼こ俗学叢.1!;1:i 古代U)越lい』
高,iJHi';i2OOP叶 Hl-H2t.(
且998年/3且6-325貢
(･l) 仙 L側;セ HI;章 門前Mru)1亡II'i 耶 I.節目 耕l'fT.1抽iljJ吏 甘料鮎ti lt†iL_,QllL
川県l-lhtli'JII1.2()O1-II:- 2{'t:i
(rl) 針l甘f-之 『l卜本U)作家100人 J､l'･.Li甘ト･J＼上IL芋 t⊆1勉.誠=目板 2()11隼
JhやIJl飾叢.li･20 奈艮I!]L=代の歌びと:高l-l.Il-))L肘t,t'L!裾 200H叶･ 1()バ-I:i:i
LT.い と題した'Jt行雅人があるL,前方はl叶由 二おいて後打とおおむねl'l .蓬をJk
Lfり録版と1上月)れる.ここでは緋稿の2011隼fl:.';を対象に.沖したい､
((～) 針帰f:之Itは､道 卜申Il博望欽遺跡で7-tql‖謡己U)箱1rLZ･h･Lが柵.諾さ;ttていると.暮‡･
くが､'J誹ミミは刈tl二紀後､トル 恒抽~)ようなので拡 大舶剛が過ぎるし､札は …7-HIJ.-
恐れる､,ただ､そU)詔.認ii恐LT)くは針偵1.tに帰するもU.)ではなく､J満旧 )こlt.
U)兄姉 いれ :.Ll;r･J: ,I･汀いli-安叫代 総.:鋸 Lr〕緋fl'fI-リ抑lけLJl 甘料編1 )三･1-i･tl-
代 ･申tLf.lcl†川川IJ"JIl[rJllp 2(10:!fr- t)0貢)をそU-)まま引ざJfLたことから′T:.
L:たもU)と推測さ11るいl'tiLt.1ltは うそU)北U)l吊車LL.には､ L-八tl二紀頃といわ
jしている粕汁壬かや炭窯などが検.LIJ.された道 卜Il両遺跡が圭iLておi)､- し卜
-.日廿舶妃 能て組)榔Lt.1郷 I･_.-fJ.仙ff. 2011隼 -1削:い でも､~輪鳥l吊u川ipILltlr
O)道 卜申LIJ製鉄遺跡では､ L-八日l:紀LtliU)柿Itl柚i:_I.ちと 卜Il:紀頃の堅甲か -1,㌔










(II) r"JI駒的 ∴~■lIイ湖iJ或帖 1'代L根 来1.I-)了/:tli版会 lt)tq叫 .: 1-ltq-1:=iOlJL'
(I:い どこに砂鉄や砂余があるかなごり)作東はL叶､揮う什小ではないだろ/)､こU)こと
は松尾泥流が金殿産地探索説否定の中で述べている (松尾光 ｢越中守 射光陣家
2(_)11叶- 52伸 ｡
け い 詳7 1.17L't







豪農嚢 2約3年O報菖番には ｢正誤義｣と ｢追加｣がA確版プuント各1枚追
加添紺されている:本GL:jU)弓HJは.そitr,すべて･を.?めてf卜)たL､











(2GI Jl-満仲 JiL!耶 守-; 奈1い 牛友時代 机 ･節 JJ</UJ)ナ巨)Lと1:.業i閥購Il'1前
l町史 通史紬';』(1-1flLJ.L･l'Lll伸tり` 200(川:A -1lL-i
し27) 訂二号 .1う2:iI:i
(28) mffl雄 .,kJl-･雄.:_･木立珊瑚 Fl"j前町 ･I(I:.製鉄遺跡群U)lJL'牛†じ測定∴LJlJ'
川1.川 J`Il'/芋研究_Lt/,J誌.J‡;鉦川号 (1-Jl-肯IL)守 粧';uL会川87IILI LqLl貢
(291 小鳥憲之､本卜Il･二俺､山野治.之校注 1.JJ『耕如11本tlLul,LIL学 令Ik7 .Ll'!;某fL
･告.i】小学飾 2()()(川二 22LJLlL
を38) 針原孝之 ｢越園｣『万葉髪翠東学 第息廃盤 万葉の歌と環境』笠間畜院
1号)0(j隼 77貞
(.:ll) 永藤端 ｢`損!JL=U)越LFr巡行JLIVJ'U)lIJ:肘IiB境U)幻想空Flu-_j『t'i'ご畔鋸 第7-1号
明治大学文学部 1995年〆123-且2後爵
(32) li_内兄次郎 ｢:_八､､~:･ 情場城跡jFl7-日川川111_.11摘■7;州こ.JI.]介錯告･.Ⅰ=1用Eti:
】吊 川 州 J,一教肯委Lli余 20什川:- 7liL.i
(:i.-i) 細野養 )こ加 持二側l野英 ji-素副､L(I(lt)～)2)抑汁i･川 IrLJ.1JQ'L>'=･11 卜Xll1il 地'持､l'-lItlJ
卜利 『†1-)"lJTl-l机'i誌[圧 川深い (lLJl県 lt)i):川:-
(ニipI) 抽;‖:甚 ･郎 1-ulfl暮!_-･2_上『Lliヨ脚1日~l七卜巻』吉野町役場 lt172叶 バ-lo巨
い-_)た地 rlがあり､f'_岸川には滝町や飯川TfL渦iを情に-)け､ひめつる川を
渡 りlTUu､川中に薄情 し､飢･を流し厭 きとする工 渡瀬とい--)た他 rJがある:㌔
嘩 していよJ).,
8磯
Ljl』 丈堆草 200-1年 105-I:i.=jtTi






(-12~) ｢妹LII･･[-YlhJ『l_1本傑L心地rl人系耶 :.し｢瞥 奈良LJ.1･0)地rJ』平凡什 19RIiI:.
ll(qti.'iLli
懸』Tjl川H号 鵜紫′芋会 200･l叶 :12-･.15どよ
(.II-1) 巧即吟)こ｢耶 :.･■;'･JI奈良.f'-･'/i:時代 概.iLq｣『斯帽Fl-JrtJlJ'EIT】~(山 頂料鮎1 考llJ･ltl'
代 ･LIll根 ll-lfl).J"]r捌け 200:川÷_t)Ot■上
(LIT) 針原･草之 r人†､l'･L'iI-rlt棚池 ト｣『JjtjS-fjil歌人■l川根 雄山閣 2007隼 Gtr:i-68t'i
